
 
 

 
 

謹啓 春寒の候、皆様には、益々ご健勝のこととお慶び申し上げま

す。 

 さて、この度は「小山せいぞう後援会」にご入会いただき、心か

ら御礼申し上げます。 

 小山征三議員は、誰もが安心・安全に暮らせるまちづくりへ、現

在も積極的に活動しています。皆様のご期待に副えますよう、後援

会事務局一同、気持ちを新たにしておりますので、今後とも小山征

三議員の活動に関するご意見・ご要望をお寄せいただきますようお

願い申し上げます。 

なお、事務所にも気軽にお立ち寄りいただければ幸いです。 
 

                 小山せいぞう後援会  会長 山 本 紀 勝 
 

2 期目の挑戦！ 

「わがまち苫小牧」のまちづくり三本柱 
 

２０１１年の選挙では、私の生まれ育った苫小牧の発展を考え、まちづくり三本柱を掲げて選

挙戦に臨みました。今回は、市議会議員２期目の挑戦となります。引き続き、以下の三本柱に取

り組んで参る所存でございます。 

私は、昭和３０年代から４０年代の高度成長期にこの街で育ちました。しかし、今や西部地域

は高齢化が進み、中心市街地は閑散としています。何とかしたいという思いで、この４年間議員

活動に取り組んで参りました。生まれ育った地域の活性化、苫小牧の「街」と言う響きを知るも

のだからこそ取り戻したいという思いで２期目の立起表明を致しました。 

 

 《その１》 

 安心安全な街づくり  
 

１点目は「安心安全の街づくり」です。 

特に高齢者の不安の解消や地域の生活環境に及ぶ危

険の排除を掲げました。 

この４年間では、高齢者の情報が市と民生委員で共

有されていないという問題点を指摘し、個人情報保護

条例の改正を促しました。また、高齢者緊急通報シス

テムの相談窓口も２４時間体制に拡充するように提案しております。危険家屋の対策や空地の枯

れ草問題も取り上げて参りました。 

今後も「安全安心の街づくり」では、地域生活の問題を重点的に取り組んで参ります。また、

カジノリゾート誘致問題の議論も安心安全な街づくりに欠かせないと考えております。 
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国会では、カジノ法案が廃案となったにも関わらず、市は昨年４００万円の予算を使ってシン

ガポール視察などの誘致に向けた活動を積極的に進めています。私は、仮に法案が成立した場合

であっても“工業都市”苫小牧市に誘致する必要があるのか、道徳的な議論を抜きにして提起し

ていきたいと思います。本市は工業都市としての発展を通じ、健全な雇用の拡大を展望すべきで

す。これまで本市は何によって発展してきたのか、立地した企業に対する市の対応はどうであっ

たのか、この点も強調しながら安心して暮らせる安全なまちづくりを目指して参ります。 
 

《その２》 

  人々が行き交う街づくり  
 

２点目は「人々が行き交う街づくり」です。 

中心市街地の空洞化対策と東西バランスのため、駅中心に

「人々が行き交う街づくり」を提案しました。JR 新千歳空港

駅から JR 苫小牧駅まで快速エアポートを延長。交通アクセス

を向上させることが一つのカギとなります。しかし、駅前は、

エガオビル（旧ダイエー）が昨年閉鎖され、商業だけで活気を

取り戻そうという取組みは限界に来ています。今こそ市は、老

朽化で建て替えを予定している市民会館を駅前に建設し、娯楽

や文化、そこに商業を招き入れるためのテコ入れをして中心市

街地の活性化を考えていかなければなりません。しかし、これまでの議会議論では、市民会館の

建て替えのスケジュールとエガオビルの倒産は、時期がずれるとして積極的な姿勢を見せており

ません。駅前に市民ホール建設を市民運動として、訴えて行きましょう。 
 

 《その３》 

 災害に強い街づくり  
 

３点目は、私が消防官として培った経験を生かし「災害に

強い街づくり」を提案しています。 

平成７年には阪神淡路大震災が発生しました。平成１５年

には十勝沖地震が発生し市内でも被害を受けました。しかし、

市は５年経てば忘れてしまうのか、今まで防災行政にあまり

予算を投じてきませんでした。 

私は、立起表明をした２０１１年１月１日から「災害に強

い街づくり」を掲げてきました。そして、選挙戦前の３月１１日に東日本大震災が発生。この４

年間、誰よりも強く防災対策の議論を重ねて参りました。特に防災拠点の整備では、消防本部と

消防署の分散している機能を集約し、高機能指令センターの機能

を備えた新消防庁舎の来年オープンを後押ししました。 

また、昨年の９月１１日、１２日のゲリラ豪雨や一昨年の８月

２７日のゲリラ豪雨災害を踏まえた雨水管の整備や河川改修など

を着実に訴えて参りました。 

今後の課題は、樽前山火山対策の見直しや避難場所の整備、徒

歩と車を併用した避難シミュレーションの確立などです。消防署

の日新出張所の老朽化に伴う、新たな西部地区の防災拠点整備も

重要な課題です。引き続き「災害に強い街づくり」に全力を注い

で参ります。 

更なる皆様のご支持、ご支援をお願いいたします。 
 

《熱血現場主義》URL:http://www.tomakomai.or.jp/koyama/ 
小さなことでも身近な問題を地域から発信します！ 

 

 

 


